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ヨ
ー
ロ
ッ
パ
中
世
史
料
学
か
ら
見
る
ド
イ
ツ
歴
史
学

―
回
顧
と
展
望
―

【
解
説
】

岩
波
敦
子

こ
こ
に
訳
出
し
た
二
つ
の
原
稿
は
、
二
〇
〇
九
年
十
一
月
二
十
一
日

（
土
）
と
二
十
二
日
（
日
）
に
慶
應
義
塾
大
学
日
吉
キ
ャ
ン
パ
ス
に
て
開

催
さ
れ
た
二
つ
の
研
究
会
﹇
二
十
一
日
（
土
）�
西
欧
中
世
史
料
論
研
究

会
（
研
究
代
表
�
岡
崎
敦
九
州
大
学
文
学
部
准
教
授
）
主
催
、
二
十
二
日

（
日
）�
同
研
究
会
及
び
人
間
文
化
機
構
総
合
推
進
事
業
「
人
間
文
化
研
究

資
料
の
多
元
的
複
眼
的
比
較
研
究
」
研
究
会
お
よ
び
国
文
学
研
究
資
料
館

「
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
資
源
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」（
研
究

代
表
�
渡
辺
浩
一
総
合
研
究
大
学
院
大
学
教
授
）
共
催
「
中
世
古
文
書
学

（
文
書
形
式
学
）
の
現
在

―
ド
イ
ツ
と
日
本
―

T
he

D
iplom

atics
on

M
edievalG

erm
any

and
Japan

in
the

process
of

R
enew

al
」﹈
で
そ

れ
ぞ
れ
報
告
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

報
告
者
の
マ
ー
ク
・
メ
ル
ジ
オ
フ
ス
キ
ー
教
授
と
エ
レ
ン
・
ヴ
ィ
ダ
ー

教
授
は
、
と
も
に
現
在
ド
イ
ツ
中
世
史
学
界
の
第
一
線
で
活
躍
す
る
研
究

者
で
あ
り
、
学
術
誌
だ
け
で
な
く
、
国
際
学
会
、
研
究
会
等
幅
広
く
積
極

的
に
研
究
成
果
を
発
表
し
て
い
る
。
こ
こ
で
簡
単
に
二
人
の
略
歴
を
記
し

て
お
こ
う
。

メ
ル
ジ
オ
フ
ス
キ
ー
教
授
は
、
一
九
六
三
年
ヘ
ア
フ
ォ
ー
ド
生
ま
れ
、

ド
イ
ツ
・
ミ
ュ
ン
ス
タ
ー
大
学
、
マ
ー
ル
ブ
ル
ク
大
学
、
オ
ー
ス
ト
リ

ア
・
ヴ
ィ
ー
ン
大
学
に
て
中
・
近
世
史
、
歴
史
補
助
学
、
芸
術
史
を
学
ん

だ
の
ち
一
九
九
二
年
ミ
ュ
ン
ス
タ
ー
で
博
士
号
を
取
得
、
そ
の
後
、
ミ
ュ

ン
ス
タ
ー
、
パ
ー
ダ
ー
ボ
ル
ン
、
テ
ュ
ー
ビ
ン
ゲ
ン
大
学
で
教
鞭
を
と
り
、

二
〇
〇
二
年
ミ
ュ
ン
ス
タ
ー
で
教
授
資
格
論
文
を
提
出
・
受
理
さ
れ
た
。

ミ
ュ
ン
ス
タ
ー
大
学
の
ほ
か
、
二
〇
〇
三
年
パ
リ
のE

cole
N
ationale

des
C
hartes

客
員
教
授
、
二
〇
〇
六
／
〇
七
年
シ
ュ
ト
ゥ
ッ
ト
ゥ
ガ
ル

ト
大
学
、
二
〇
〇
六
／
〇
七
年
グ
ラ
ー
ツ
大
学
で
教
鞭
を
と
り
、
二
〇
〇

九
年
に
は
イ
ン
ス
ブ
ル
ッ
ク
大
学
か
ら
教
授
招
聘
を
受
け
て
い
る
。
二
〇

〇
三
年
か
ら
は
ド
イ
ツ
・
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
に
本
拠
地
を
置
き
、
十
九
世
紀
以

来
ド
イ
ツ
の
中
世
史
料
編
纂
を
牽
引
し
て
き
た
モ
ニ
ュ
メ
ン
タ
・
ゲ
ル
マ

ニ
ア
エ
・
ヒ
ス
ト
リ
カ
研
究
員
と
し
て
、
ハ
イ
ン
リ
ヒ
七
世
の
証
書
編
纂

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
携
わ
っ
て
い
る
。

メ
ル
ジ
オ
フ
ス
キ
ー
教
授
は
、
そ
の
博
士
論
文
（D

ie
A
nfänge

terri-
torialer

R
echnungslegung

im
deutschen

N
ordw

esten
.
Spätm

ittelal-
terliche

R
echnungen

,
V
erw

altungspraxis,
H
of

und
T
erritorium

,
Stuttgart

2000

（R
esidenzenforschung

9

））
が
中
世
後
期
の
会
計
記

録
に
お
け
る
行
政
実
践
を
テ
ー
マ
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
分
か
る
よ
う
に
、

そ
の
研
究
重
点
領
域
は
初
期
中
世
か
ら
後
期
中
世
に
ま
で
及
び
、
中
で
も

カ
ロ
リ
ン
グ
朝
の
証
書
学
、
古
書
体
学
、
と
り
わ
け
ル
ー
ド
ヴ
ィ
ヒ
敬
虔

帝
の
証
書
に
関
す
る
緻
密
な
実
証
研
究
で
知
ら
れ
て
い
る
。
二
〇
〇
二
年

講
演
録ヨ

ー
ロ
ッ
パ
中
世
史
料
学
か
ら
見
る
ド
イ
ツ
歴
史
学

一
一
五
（
一
一
五
）



ミ
ュ
ン
ス
タ
ー
大
学
に
提
出
さ
れ
た
教
授
資
格
論
文
（Privileg

und
E
m
pfänger.

K
arolingische

H
errscherurkunden

und
politische

K
om

m
unikation

im
Frühm

ittelalter

「
特
権
と
受
領
者
�
カ
ロ
リ
ン

グ
期
の
君
主
証
書
と
初
期
中
世
に
お
け
る
政
治
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
」）
の
改
訂
テ
ク
ス
ト
が
、M

G
H
Schriften

シ
リ
ー
ズ
第
六
十
巻
と
し

て
現
在
出
版
準
備
中
で
あ
る
（D

ie
U
rkunde

in
der

K
arolingerzeit.

O
riginale,

U
rkundenpraxis

und
politische

K
om

m
unikation

「
カ
ロ

リ
ン
グ
時
代
の
証
書
�
オ
リ
ジ
ナ
ル
、
証
書
実
践
、
政
治
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
」）。
ま
た
十
九
世
紀
以
来
ド
イ
ツ
の
中
世
史
料
編
纂
を
牽
引
し
て

き
た
モ
ニ
ュ
メ
ン
タ
・
ゲ
ル
マ
ニ
ア
エ
・
ヒ
ス
ト
リ
カ
研
究
員
と
し
て
研

究
組
織
内
か
ら
そ
の
活
動
に
携
わ
っ
て
き
た
メ
ル
ジ
オ
フ
ス
キ
ー
教
授
は
、

共
編
著
と
い
う
形
で
二
〇
〇
三
年
に
開
催
さ
れ
た
展
覧
会
カ
タ
ロ
グ
「
テ

オ
ド
ー
ル
・
モ
ム
ゼ
ン
と
モ
ニ
ュ
メ
ン
タ
・
ゲ
ル
マ
ニ
ア
エ
・
ヒ
ス
ト
リ

カ
」T

heodor
M
om

m
sen

und
die

M
onum

enta
G
erm

aniae
H
is-

torica.K
atalog

zur
A
usstellung

der
M
onum

enta
G
erm

aniae
H
is-

torica
anläßlich

des
100.

T
odestages

von
T
heodor

M
om

m
sen

am
1.

11.
2003,

K
onzeption

und
K
ataloggestaltung

A
rno

M
entzel-R

euters,
M
ark

M
ersiow

sky
und

Peter
O
rth

,
M
ünchen

2003

を
発
表
し
て
い
る
。
研
究
業
績
はM

G
H

のH
P

にup

さ
れ
て
い

る
の
で
参
照
さ
れ
た
い
。

h
ttp

�//w
w
w
.m

gh.de/m
itarbeiter/m

itarbeiter/prof-dr-m
ark-

m
ersiow

sky/schriftenverzeichnis/

エ
レ
ン
・
ヴ
ィ
ダ
ー
教
授
は
、
ミ
ュ
ン
ス
タ
ー
大
学
で
歴
史
学
、
地
理

学
、
教
育
学
、
芸
術
史
を
学
び
、
一
九
八
六
年
カ
ー
ル
四
世
の
巡
回
統
治

を
テ
ー
マ
に
ミ
ュ
ン
ス
タ
ー
大
学
で
博
士
号
を
取
得
後
、
一
九
八
六
年
か

ら
一
九
八
九
年
ま
で
同
大
学
の
特
定
研
究
領
域
二
三
一
「
中
世
の
実
践
的

文
書
化
の
担
い
手
、
領
域
、
形
式
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
研
究
員
、
一
九
八

九
年
か
ら
九
五
年
ま
で
同
大
学
助
手
を
務
め
、
一
九
九
六
年
同
大
学
に
教

授
資
格
論
文
を
提
出
・
受
理
さ
れ
て
い
る
。
一
九
九
六
年
以
降
ミ
ュ
ン
ス

タ
ー
大
学
の
ほ
か
、
レ
ー
ゲ
ン
ス
ブ
ル
ク
大
学
、
ベ
ル
リ
ン
・
フ
ン
ボ
ル

ト
大
学
で
教
鞭
を
と
り
、
一
九
九
七
年
十
月
に
は
テ
ュ
ー
ビ
ン
ゲ
ン
大
学

中
世
史
担
当
教
授
に
着
任
し
て
い
る
。

ヴ
ィ
ダ
ー
教
授
の
研
究
重
点
領
域
は
、
後
期
中
世
の
帝
国
史
、
制
度
史
、

中
世
都
市
史
、
後
期
中
世
の
宮
廷
史
、
後
期
中
世
の
行
政
史
等
多
岐
に
渡

り
、
そ
の
博
士
論
文
（Itinerar

und
Politik.

Studien
zur

R
eise-

herrschaft
K
arls

IV
.
südlich

der
A
lpen

,

「
移
動
ル
ー
ト
と
統
治
�
ア

ル
プ
ス
以
南
に
お
け
る
カ
ー
ル
四
世
の
巡
回
統
治
に
関
す
る
研
究
」K

öln
1993

）
が
出
版
さ
れ
て
い
る
。
業
績
リ
ス
ト
は
以
下
のU

R
L

を
参
考
に

さ
れ
た
い
。

http

�//w
w
w
.
m
ittelalter.

uni-tuebingen
.
de/

?q

�personen
/
w
id-

der/w
idder.htm

二
人
の
博
士
論
文
指
導
教
授
は
、
ハ
ン
ザ
史
の
重
鎮
ハ
イ
ン
ツ
・
シ
ュ

ト
ー
プ
の
後
任
と
し
て
ミ
ュ
ン
ス
タ
ー
大
学
の
比
較
都
市
史
研
究
所
所
長

に
就
任
し
た
ペ
ー
タ
ー
・
ヨ
ハ
ネ
ク
教
授
で
あ
る
。
ヨ
ハ
ネ
ク
教
授
は
、

ヴ
ュ
ル
ツ
ブ
ル
ク
司
教
の
証
書
を
研
究
し
た
博
士
論
文
（D

ie
F
rühzeit

der
Siegelurkunde

im
B
istum

W
ürzburg,

W
ürzburg

1969

）
で
高

い
評
価
を
受
け
た
歴
史
学
者
で
あ
る
が
、
い
わ
ゆ
る
歴
史
補
助
学
と
並
ん

で
、
後
期
中
世
都
市
史
に
関
す
る
多
く
の
共
・
編
著
で
知
ら
れ
る
。
ヨ
ハ

ネ
ク
教
授
自
身
ヴ
ィ
ー
ン
大
学
で
史
料
学
を
学
ん
で
お
り
、
師
の
研
究
の

二
つ
の
主
軸
の
う
ち
、
歴
史
補
助
学
を
メ
ル
ジ
オ
フ
ス
キ
ー
教
授
が
、
後

史

学

第
七
九
巻

第
一
・
二
号

一
一
六
（
一
一
六
）



期
中
世
都
市
史
研
究
を
ヴ
ィ
ダ
ー
教
授
が
引
き
継
い
だ
形
と
な
っ
て
い
る
。

メ
ル
ジ
オ
フ
ス
キ
ー
教
授
・
ヴ
ィ
ダ
ー
教
授
は
ご
夫
婦
で
も
あ
り
、
数
冊

の
共
著
を
著
し
て
も
い
る
。

二
日
間
に
わ
た
る
研
究
会
に
お
い
て
、
メ
ル
ジ
オ
フ
ス
キ
ー
教
授
が

「
カ
ロ
リ
ン
グ
帝
国
に
お
け
る
政
治
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
�
文
書
形
式

学
の
視
点
」
と
「
ド
イ
ツ
語
圏
に
お
け
る
文
書
形
式
学
と
モ
ニ
ュ
メ
ン

タ
・
ゲ
ル
マ
ニ
ア
エ
・
ヒ
ス
ト
リ
カ
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
、
ヴ
ィ
ダ
ー
教

授
が
「
中
世
後
期
の
歴
史
学
と
文
書
形
式
学
」
と
「
尚
書
局
長
と
尚
書

局
�
中
世
後
期
の
文
書
形
式
学
へ
の
新
し
い
接
近
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
そ

れ
ぞ
れ
二
回
報
告
し
た
。
い
ず
れ
も
個
々
の
研
究
対
象
を
、
研
究
史
と
個

別
研
究
の
両
面
か
ら
マ
ク
ロ
・
ミ
ク
ロ
的
視
点
で
扱
っ
た
報
告
で
あ
り
、

内
容
的
に
は
こ
こ
に
訳
出
し
た
、
二
十
一
日（
土
）の
ヴ
ィ
ダ
ー
教
授
の
後

期
中
世
の
史
料
研
究
に
関
す
る
報
告
と
二
十
二
日（
日
）の
メ
ル
ジ
オ
フ
ス

キ
ー
教
授
の
ド
イ
ツ
に
お
け
る
文
書
形
式
学
と
モ
ニ
ュ
メ
ン
タ
・
ゲ
ル
マ

ニ
ア
エ
・
ヒ
ス
ト
リ
カ
に
お
け
る
研
究
史
を
概
観
す
る
報
告
が
相
互
に
補

完
し
合
っ
て
い
る
と
い
え
る
。

モ
ニ
ュ
メ
ン
タ
・
ゲ
ル
マ
ニ
ア
エ
・
ヒ
ス
ト
リ
カ
の
こ
れ
ま
で
の
研
究

方
針
を
総
括
し
つ
つ
、
ド
イ
ツ
中
世
史
料
学
の
変
遷
を
概
観
し
、
現
在
進

行
中
の
最
新
の
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
情
報
を
伝
え
る
メ
ル
ジ
オ
フ
ス
キ
ー

教
授
の
報
告
と
、
初
期
中
世
史
料
を
念
頭
に
進
め
ら
れ
て
き
た
ド
イ
ツ
文

書
形
式
学
の
手
法
を
、
中
世
後
期
と
い
う
未
編
纂
史
料
が
多
く
残
る
研
究

対
象
時
期
に
適
用
す
る
危
険
性
を
鋭
く
指
摘
し
、
一
九
七
〇
年
代
以
降
の

ド
イ
ツ
後
期
中
世
研
究
の
学
会
動
向
を
踏
ま
え
、
尚
書
局
研
究
の
限
界
と

可
能
性
を
的
確
に
整
理
し
た
ヴ
ィ
ダ
ー
教
授
の
報
告
を
翻
訳
と
い
う
形
で

発
表
す
る
こ
と
は
、
近
年
日
本
の
西
欧
中
世
史
研
究
者
の
関
心
を
呼
び
起

こ
し
て
い
る
史
料
論
研
究
に
お
い
て
、
自
ら
が
研
究
対
象
と
し
て
い
る
史

料
の
前
提
を
安
易
に
他
の
史
料
へ
転
用
し
が
ち
な
態
度
に
警
鐘
を
鳴
ら
す

と
同
時
に
、
西
欧
史
料
学
研
究
の
最
前
線
に
多
角
的
視
座
か
ら
光
を
当
て

る
も
の
と
な
る
に
違
い
な
い
。

一
週
間
の
日
本
滞
在
中
二
日
間
に
わ
た
る
研
究
会
で
、
日
独
両
国
の
史

料
学
の
現
状
と
課
題
に
関
し
て
、
今
回
の
招
聘
元
で
あ
る
渡
辺
浩
一
氏

（
総
合
研
究
大
学
院
大
学
教
授
）
を
中
心
と
す
る
日
本
史
の
研
究
者
と
率

直
な
意
見
交
換
が
で
き
た
こ
と
が
、
両
教
授
に
と
っ
て
も
何
よ
り
大
き
な

収
穫
だ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
特
に
史
料
学
の
厳
密
な
テ
ク
ス
ト
批
判
の
伝

統
を
受
け
継
ぎ
つ
つ
、
メ
タ
文
書
形
式
学
的
関
心
か
ら
モ
ノ
と
し
て
の
史

料
も
研
究
の
射
程
に
収
め
る
メ
ル
ジ
オ
フ
ス
キ
ー
教
授
は
、
報
告
者
の
お

一
人
で
も
あ
る
高
橋
一
樹
氏
（
総
合
研
究
大
学
院
大
学
准
教
授
）
の
格
別

の
お
計
ら
い
で
、
佐
倉
の
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
に
お
い
て
貴
重
な
史
料

を
じ
か
に
見
る
機
会
を
得
た
こ
と
を
大
変
喜
ん
で
お
ら
れ
た
。
お
二
人
と

も
日
本
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
史
料
類
型
の
近
似
性
を
改
め
て
強
く
印
象
付
け

ら
れ
、
今
後
の
共
同
研
究
の
可
能
性
を
強
調
さ
れ
て
い
た
。
今
回
始
ま
っ

た
史
料
学
に
お
け
る
日
独
の
学
際
交
流
が
、
次
の
ス
テ
ッ
プ
へ
踏
み
出
す

一
歩
と
な
る
こ
と
を
願
っ
て
や
ま
な
い
。

ヨ
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ッ
パ
中
世
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料
学
か
ら
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る
ド
イ
ツ
歴
史
学
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